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船橋市地域公共交通活性化協議会

令和５年７月７日
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１．開会



１．開会

２．【議事及び報告】
（１）令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会

決算（案）について

（２）令和４年度及び令和５年度の公共交通不便地域解消事業
実施状況について

（３）地方版図柄入りナンバープレート寄付金の活用について

（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

３．その他

次 第



２．議事及び報告

（１）令和４年度
船橋市地域公共交通活性化協議会
決算（案）について

承認事項



●収入について
収入決算額は1,443,049円です。
内訳は、市負担金が75,000円、国庫支出金が600,000円、
令和３年度からの繰越金が768,049円となっております。

２．【議事及び報告】
（１）令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）について

承認事項

地方版図柄入りナンバープレート寄付金助成残額については、P１６をご確認ください



●支出について
支出決算額は、1,345,634円となっております。
内訳は、総務費（会議に係る費用）に54,934円、事業費（公共交通マップ更
新に係る費用等）が1,290,700円です。

２．【議事及び報告】
（1）令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）について

承認事項



●収支差額について
収支差額 97,415円については、令和５年度へ繰越いたしします。

２．【議事及び報告】
（１）令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）について

承認事項



令和４年度の会計監査につきまして
は、監査委員である平川委員と小池
委員にご確認いただきました。

２．【議事及び報告】
（１）令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）について

承認事項



２．【議事及び報告】
（１）令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）について

承認事項

令和４年度船橋市地域公共交通活性化協議会決算（案）
について、以上の内容でよろしいかお諮りいたします。

審議



２．議事及び報告

（２）令和４年度及び令和５年度の
公共交通不便地域解消事業実施状況
について

報告事項



公共交通不便地域解消事業箇所

船橋駅

津田沼駅

二和向台駅

馬込沢駅

田喜野井地区

丸山地区
八木が谷地区

２．【議事及び報告】
（２）令和４年度及び令和５年度の公共交通不便地域解消事業実施状況について

報告事項



２．【議事及び報告】
（２）令和４年度の公共交通不便地域解消事業実施状況について

報告事項

令和４年度（４月から３月まで）の実績 （参考値として令和３年度、２年度を記載）

八木が谷線

年度 収支率 平均日あたり乗者数

令和４年度 58.6％ 282.4人

令和３年度 49.3％ 253.9人

令和２年度 39.1％ 208.5人

丸山循環線

年度 収支率 平均日あたり乗者数

令和４年度 94.1％ 394.1人

令和３年度 76.8％ 344.2人

令和２年度 65.6％ 306.2人

田喜野井線

年度 収支率 平均日あたり乗者数

令和４年度 52.3％ 232.9人

令和３年度 43.5％ 214.0人

令和２年度 38.2％ 183.6人



・令和５年度の４月から６月までの１日平均乗り残し人数は、２．３人/日
・令和４年度と比較して増加 ⇒ 乗車人数増加によるものと推測される。

●田喜野井地区 １日平均乗り残し人数

２．【議事及び報告】
（２）令和５年度の公共交通不便地域解消事業実施状況について

報告事項



収支率５０％（１００％）を超えるための乗車人数（参考値）

八木が谷地区 丸山地区 田喜野井地区

１日あたり平均乗車人数
（令和５年６月までを基準）

３１４人 ４０７人 ２４８人

50％を超えるための
１日あたり平均乗車人数

（令和５年６月までの収支を基準）
２４７人 ２１１人 ２３１人

100％を超えるための
１日あたり平均乗車人数

（令和５年６月までの収支を基準）

４９４人
（あと１８０人）

４２１人
（あと１４人）

４６２人
（あと２１４人）

令和５年度 交付決定額 １２，０３７千円 ２，２７６千円 １６，８７７千円

２．【議事及び報告】
（２）令和５年度の公共交通不便地域解消事業実施状況について

・令和５年度の交付決定額は運行経費から運行収入を差し引いた額
（運行経費の５０％上限）。
・４月～９月の収支率が５０％を２年連続で下回った場合、路線廃止。



２．議事及び報告

（３）地方版図柄入りナンバープレー
ト寄付金の活用について

報告事項



●寄付金及び助成予算額
（公財）日本デザインナンバー財団より、図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業に充て

ることのできる船橋市の助成予算額の通知がありました。
なお、この助成金は繰越すことが可能です。

●助成事業実施の流れ
事業実施前に、 （公財）日本デザインナンバー財団への事業案提示や助成金申請が必要となります。

時期 手続き等

６月頃 財団から寄付金の規模（助成予算額）の通知

７月頃 財団へ活用事業（案）の提示・決定

８月頃 助成金の申請

～３月 事業実施・事業実施報告・助成金交付

助成事業実施の流れ（イメージ）

２．【議事及び報告】
（３）地方版図柄入りナンバープレート寄付金の活用について

報告事項

地方版図柄入りナンバープレート寄付金助成残額

年度 収入 支出 備考

令和２年度 0円 交付開始

令和３年度 1,236,000円

令和４年度 566,000円 600,000円 公共交通マップ更新

令和５年度 503,000円

助成予算額（令和５年６月時点） １，７０５，０００円



２．【議事及び報告】
（３）地方版図柄入りナンバープレート寄付金の活用について

報告事項

時期 内容

Ｒ３年３月頃 マップ作成 （発行部数：１０，０００冊） 協議会で作成

Ｒ４年８月頃 増刷発行 （発行部数： ３，０００冊） 協議会で作成

Ｒ５年３月頃 内容の更新 （発行部数：１０，０００冊） 寄付金活用



２．議事及び報告

（４）船橋市地域公共交通計画の取
り組みについて

報告事項



２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

日時 内容

令和5年５月１６日（火）
14：００～16：00

●船橋市地域公共交通計画を推進するため取り組み

乗務員不足解消のための、乗務員募集合同説明会に関する報告

東京地下鉄㈱の全面協力により、西船橋駅連絡通路にポスター
を掲示

日時 内容

令和５年３月２２日（水）
１０：３０～１２：００

●船橋市地域公共交通計画を推進するため取り組み

乗務員不足解消を図るための乗務員募集合同説明会について

今後のバスワーキンググループの活用について

船橋市地域公共交通計画
取り組み1-1・3-1・3-2

バスワーキンググループを開催しました
参加事業者：市内を運行するバス事業者７社

詳細について資料編（P33）をご確認ください



２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

取り組み1-1，3-1
機能充実・連携強化

バス乗務員募集合同説明会
開催日：７月１０日（月）１３：００～１６：３０
場所：中央公民館

バス等の乗務員は地元住民が就く傾向が多い

ﾊﾛｰﾜｰｸを通じて求人は行っているが
勤務形態の特徴等から離職者が多い

地元で就職できる人材を確保できれば、
離職率の低下にもつながる

市内の各所に点在する公民館での募集が有効

社会教育法第２３条がネックとなり
事業者単体では公民館では募集できない

協議会が主催となることでこの課題を解消

需要や手法を研究しつつ
持続的な乗務員の確保を目指す

（ ）



２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

取り組み1-1，3-1
機能充実・連携強化



２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

日 時・場 所 参 加 者 内 容

令和５年５月２４日（水）
14：00～16：00

坪井町松ヶ丘自治会
自治会館1階

・船橋市 道路計画課
・坪井地区自治連合会
・坪井町松ヶ丘自治会
・坪井町緑自治会
・坪井町向台自治会
・坪井地区民生委員

●交通不便地域の解消について
→グリーンスローモビリティの導入検討について

・地域側における導入までの課題を整理
・今後、松戸市の事例を地元自治会有志たちで視察し、
地域としての意見をまとめる

船橋市地域公共交通計画
取り組み1-1・3-1・3-2

地域住民との懇談会を開催しました

船橋日大前駅の未利用スペース

千葉市グリスロ実証運行

松戸市グリスロ実証運行

ポンチョバス



２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

船橋市地域公共交通計画
取り組み1-1・3-1・3-2

地域住民との懇談会を開催しました

日 時・場 所 参 加 者 内 容

令和５年６月２１日（水）
14：00～1５：00

三山市民センター

・船橋市 道路計画課
・三田習地区連
・京成バス（株）

●交通不便地域解消事業（田喜野井線）について

・運行報告とポンチョバス試走など今までの経緯説明
・新たなルート案があれば地域としての意見をまとめる

道路拡幅による
走行空間の改善

懇談会の様子
ポンチョバスの試走
（令和３年１１月）



第６２回船橋市地域公共交通活性化協議会

【令和５年１１月初旬頃を予定】

議題（案）

・公共交通不便地域解消事業の報告について、運行継続について

・船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

・委員からの事例報告について（仮） 等

３．その他
次回の開催について



３．その他
エネルギー価格高騰対策について

船橋市公共交通エネルギー価格高騰対策支援金
の交付を実施します。

詳細

○事業名：船橋市公共交通エネルギー価格高騰対策支援金

○交付額：バス １路線あたり ３６ 万円
タクシー １台あたり ５ 万円

○申請受付期間：令和５年７月１５日～令和５年１０月３１日

※詳細、要綱については市HPにてご案内いたします。



４．閉会



資料編



・令和５年度（４月から６月まで） １日平均乗車人数の平均＝３１４人/日
・令和４年度と比較して、引き続き増加傾向
・令和元年度と比較すると、１０２％ほどに回復

●八木が谷地区 月別1日平均乗車人数の比較（R1～R５)

令和５年度の公共交通不便地域解消事業実施状況について 資料編



令和５年度の公共交通不便地域解消事業実施状況について 資料編

・令和５年度（４月から６月まで） １日平均乗車人数の平均＝４０８人/日
・令和４年度と比較して、微増
・令和元年度と比較すると、９０％ほどに回復

●丸山地区 月別1日平均乗車人数の比較（R1～R５)



●田喜野井地区 月別1日平均乗車人数の比較（R1～R4)

令和５年度の公共交通不便地域解消事業実施状況について 資料編

・令和５年度（４月から６月まで） １日平均乗車人数の平均＝２４８人/日
・令和４年度と比較して、微増
・令和元年度と比較すると、９８％ほどに回復



収支率の比較

令和５年4月～６月
（平均）

令和４年4月～９月
（運行継続基準）

令和４年度
（最終）

八木が谷地区 ６４．１％ ５８．２％ ５８．６％

丸山地区 ９７．１％ ９５．７％ ９４．１％

田喜野井地区 ５２．８％ ５２．８％ ５２．３％

・令和５年度の平均では、３地区とも収支率５０％を超えている。
・八木が谷地区は、R元年度（６０．８％）より収支率が向上
・丸山地区は、直近の６月の収支率は、１０２％と改善傾向
・田喜野井地区は、大きな増減が見られず平行傾向

令和５年度の公共交通不便地域解消事業実施状況について 資料編



●船橋市の図柄入りナンバープレートについて
ナンバープレートを取得する方が、令和2年5月より千円以上の寄付金を
（公財）日本デザインナンバー財団に納めれば、フルカラーの図柄入り
ナンバープレートの選択が可能となりました。（寄付金無しの場合は白黒）

地方版図柄入りナンバープレート寄付金の活用について 資料編



船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

日時 内容

令和5年５月１６日（火）
14：００～16：00

●船橋市地域公共交通計画を推進するため取り組み

①．取り組み1-1：主要ターミナル等のわかりやすさ・機能充実の取り組み
「船橋バス利用促進等総合対策事業補助金交付要綱」の改正について
②．取り組み3-1：公共交通事業者間の連携強化の取り組み
東京地下鉄㈱の全面協力により西船橋駅連絡通路にポスターを掲示
今後の維持管理について、関係バス会社との検討を実施

①．取り組み3-2：バス運行に関わる負担軽減の取り組み
乗務員不足解消を図るための乗務員募集合同説明会の進捗状況について共有

日時 内容

令和５年３月２２日（水）
１０：３０～１２：００

●船橋市地域公共交通計画を推進するため取り組み

①．取り組み1-1：主要ターミナル等のわかりやすさ・機能充実の取り組み
「船橋市バス利用促進等総合対策事業補助金交付要綱」改正について検討

③取り組み3-1：公共交通事業者間の連携強化の取り組み
部会の開催頻度・内容やバス会社毎の個別会議の実施について方針検討

②．取り組み3-2：バス運行に関わる負担軽減の取り組み
乗務員不足解消を図るための乗務員募集合同説明の実施を立案

バスワーキンググループを開催しました
参加事業者：市内を運行するバス事業者７社

資料編


